
1

［論文要旨］

1

韓半島 南部地域 靑銅器～三韓時代 
環濠遺蹟의 變化와 性格에

Attributes of Surrounding Moat Remains in the Southern Korean Peninsula 
and Their Changes during the Bronze Age to 

the Three Kingdoms Period of Korea

李 秀鴻
LEE Soo–Hong 

머리말

❶遺蹟의 檢討

❷環濠의 分類

❸靑銅器時代의 環濠

❹三韓時代의 環濠

❺環濠發生과 變化의 社會的 意味

맺음말

　本稿에서는 韓半島南部地域에서 現在까지 調査된 靑銅器時代 ~ 三韓時代의 環濠 48 곳을 집성하여 環濠의 

時期別 特徵과 性格， 變化의 傾向性에 대해서 檢討하였다．

　韓半島南部地域에서 環濠는 靑銅器時代 前期에 登場하는데 淸原 大栗里遺蹟 1 곳에서 확인되었다．폭이 좁

은 3 列의 溝가 等高線 方向으로 曲走하는 형태이다．出土遺物을 통해서 볼 때 遼寧地域에서 직접 移住한 移

住民 집단이 築造한 것으로 판단된다．

　실제 靑銅器時代 環濠의 發生 및 擴散된 시기는 靑銅器時代 後期이다．靑銅器時代 後期에는 大部分 嶺南地

域에 環濠가 集中的으로 分布하는데 地域的으로 差異点이 看取된다．蔚山圈은 모두 丘陵에 분포하며 一列로 

마을을 一周하는 형태가 많다．地形과 立地的인 특징을 통해서 볼 때 儀禮空間을 區劃하는 성격으로 판단된다．

環濠와 環濠가 보이는 집락의 結合體를 據點集落으로 파악하였다．晋州圈은 주로 沖積地의 大規模 集落에 環

濠가 분포한다．木柵과 결합된 경우도 있어 防禦， 境界의 기능이 강하였을 것이다．하지만 반드시 戰爭에 의

한 防禦만이라는 것은 아니고 野生動物과 같은 猛獸의 위협에 대비한 시설일 수도 있다．環濠가 大規模集落地

에 설치되기 때문에 據點集落의 指標가 되는 것은 蔚山圈과 동일하다．

　靑銅器時代 環濠의 發生은 前期와 後期의 劃期가 된다．大規模 土木工事인 環濠 築造를 가능하게 하는 有力

個人의 登場을 유추할 수 있다．

　三韓時代 前期에는 全國的으로 環濠遺蹟이 분포한다．이 때는 儀禮遺構로서의 의미가 極大化된다．一列의 

主 環濠 外部에 같은 방향의 小形 溝를 중첩시키는 것이 一般的인 형태이다．山의 頂上部에 圓形으로 설치되

는 예가 많다．

　三韓時代 後期에는 環濠遺蹟의 숫자가 急減한다．木柵과 結合되기도 하고 環濠의 幅이 넓어지기도 한다．

社會的 緊張에 의한 防禦의 성격이 강해지는 것 같다．三韓時代 後期에 環濠가 急減하는 것은 中國이나 高句

麗로부터 土城이 전래된 점， 各地의 國이 통합의 과정을 거치면서 地域 小單位인 環濠集落이 大單位로 統合되

는 과정을 거치기 때문이다．

【主題語】청동기～삼한시대，환호，분류와 편년，기능론
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おわりに

　本稿では，これまで調査された韓半島南部地域の青銅器～三韓時代の環濠遺跡 48 ヶ所を集成し，環濠の
時期ごとの特徴や性格，変化の傾向を検討した。
　韓半島南部地域において環濠は，青銅器時代前期には登場しており，清原大栗里遺跡で確認できる。幅の
狭い 3 列の溝が等高線方向に曲走する。出土遺物からみて遼寧地域から直接移住した集団が築造したものと
判断できる。
　青銅器時代において環濠の成立および拡散が明瞭に確認できる時期は，青銅器時代後期である。この時期
には，大部分の環濠が嶺南地域に集中的に分布し，その中で地域的な差異も看取できる。まず，蔚山圏では
すべて丘陵上に分布し，1 列の環濠がムラの周りを取り囲む形態が多い。地形や立地の特徴から，儀礼空間
を区画する性格があったと判断できる。本稿では，環濠自体と環濠が眺望できる集落からなる結合体を，拠
点集落と把握した。一方で，晋州圏では主に沖積地の大規模な集落に環濠が備わっている。木柵をともなう
場合もあり，防御もしくは境界という機能がより強かったようである。ただし，防御といっても必ずしも戦
争の際の防御だけではなく，野生動物の脅威にも対応した施設であった可能性もある。環濠が大規模な集落
に設置されているため，拠点集落の指標となることは蔚山圏と同様である。環濠の成立は，青銅器時代の前
期と後期の画期と評価でき，大規模な土木工事である環濠の築造を可能にした有力な個人の登場を推測する
ことができる。
　三韓時代の前期には，韓半島の広い範囲に環濠遺跡が分布する。この時期には儀礼遺構としての意味が極
大化する。1 列の主環濠の外部に同一方向の幅狭の溝が並行するものが一般的な形態である。山頂部に円形
に設置する例が多い。三韓時代の後期には環濠遺跡の数が急減する。これらは木柵をともなったり，環濠の
幅が広くなったりしており，社会的緊張による防御的性格が強くなるように見受けられる。三韓時代後期に
環濠が急減するのは，中国や高句麗から土城が伝来し，各地の国々が統合する過程において，地域の小単位
としてあった環濠集落もより大きな単位への統合されていくためと考えられる。

【キーワード】青銅器～三韓時代，環濠，分類と編年，機能論
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